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1
vol.42伝統ある貴重な工芸品や生活用品などの製作技能を守り、地域社会における技術文化

の向上発展に貢献のある方に贈られる「平成 29 年度和歌山県名匠表彰」を高野町在住の
福形崇男さんが受賞され、11 月 21 日、和歌山県庁正庁で仁坂吉伸県知事から表彰状が授
与されました。
今回の受賞は、高野位牌文字手彫職人として、45 年もの長きにわたり研鑽を積まれ、
その熟練の技と経験から生まれるものづくりの力で人々の信仰を支えてこられた功績が
認められたものです。
３月には、和歌山県民文化会館で福形さんの受賞を記念する展示会が開催される予定
です。

(有)福形大日堂  福形崇男さんが「平成29年度和歌山県名匠表彰」を受賞
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旧
高
野
山
幼
稚
園
の
跡
地
の
金
剛

峯
寺
第
２
駐
車
場
の
南
側
奥
、
少
し

高
い
所
に
石
造
の
地
蔵
菩
薩
が
お
祀

り
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
貴
の
名
迫
家

と
縁
の
あ
る
お
地
蔵
さ
ま
で
「
名
迫

地
蔵
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
名
迫

氏
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
高
野
山

寺
領
の
地じ

士し

で
、
名み

ょ
う
じ字

・
帯た

い

刀と
う

も
認

め
ら
れ
、
村
人
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

高
野
山
と
村
々
と
の
仲
介
役
で
も
あ

り
ま
し
た
。
享
保
年
間
（
１
７
１
６

～
１
７
３
６
）
や
天
明
年
間
（
１
７

８
１
～
１
７
８
９
）
の
飢
饉
の
際
に

は
、
当
主
の
名
迫
次
郎
右
衛
門
が
村

人
を
救
お
う
と
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
名
迫
地
蔵
の
建
立
年
月
は

台
石
が
欠
け
て
文
字
が
読
め
な
い
た

め
不
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、
か
ろ
う

じ
て
「
富
□
荘
□
郎
右
衛
□
□
光
」

と
見
え
る
こ
と
と
、「
申
歳
」
の
文

字
も
見
え
る
た
め
、
お
そ
ら
く
享
保

13
年
（
１
７
２
８
）
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
名
迫
次
郎
右
衛
門

は
代
々
次
郎
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
名
迫
伊こ

れ

光み
つ

（
１
６
７

６
～
１
７
５
８
）
が
当
主
の
時
で
す
。

ま
た
、
寛
延
2
年
（
１
７
４
９
）
の

富
貴
村
の
人
々
に
よ
る
記
録
（『
高

野
町
史　

史
料
編
』）
に
は
、
名
迫

次
郎
右
衛
門
が
一
の
橋
側
の
常
夜
灯

や
御
廟
橋
側
の
常
夜
灯
を
寄
進
し
た

こ
と
、
御
廟
橋
の
側
に
は
名
迫
地
蔵

が
一
体
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
た
め
伊
光
に
よ
る
建
立

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
田
法
壽
『
高
野
の
生
神
』（
１

９
３
４
）

に
よ
る

と
、
名
迫

地
蔵
は
奥

之
院
の
無

縁
墓
地
に

祀
ら
れ
て

い
た
よ
う

で
す
。
昭

和
8
年

（
１
９
３
３
）
に
高
野
山
大
学
正
門

前
に
建
っ
て
い
た
金
蔵
院
の
屋
敷
を

利
用
し
て
高
野
山
幼
稚
園
を
開
園
す

る
に
あ
た
り
、
園
内
に
お
地
蔵
さ
ま

を
安
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に

造
像
す
る
の
で
は
な
く
奥
之
院
か
ら

お
越
し
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
幼
稚
園
自
体
が
昭
和
42
年
（
１

９
６
７
）
に
移
転
新
築
さ
れ
た
際
に

は
同
時
に
名
迫
地
蔵
も
移
さ
れ
、
現

在
の
地
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
教
育
委
員
会
）

1
月
7
日
　
出
初
式

1
月
8
日
　
成
人
式

1
月
20
日
　
御
逮
夜
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

1
月
21
日
　
報
恩
高
野
市

1
月
26
日
　
文
化
財
防
火
デ
ー

名な

迫さ
こ

地じ

蔵ぞ
う

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

寒
椿
見
と
れ
て
刻
を
忘
れ
け
り
　
　

宮
前
　
賀
代
子

冬
茜
家
路
を
急
ぐ
子
ら
の
声
　
　
　
　

松
岡
　
智
美

唐
突
に
友
の
訃
報
や
冬
の
雨
　
　
　
　

岡
本
　
澄
美
子

寒
林
の
上
に
広
が
る
青
空
よ
　
　
　
　

大
谷
　
恵
子

尼
僧
ら
の
蹴
出
し
恥
ら
う
時
雨
か
な
　

宮
口
　
　
進

27

1月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
よ
り
町
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
が
岩
出
市
か

ら
和
歌
山
市
ま
で
の
区
間
と
五
條
市
か
ら
御

所
市
ま
で
の
区
間
が
開
通
し
、
橿
原
市
か
ら

和
歌
山
市
の
阪
和
道
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
、
か
つ
ら
ぎ
町
と
大
阪
府
和
泉

市
を
結
ぶ
国
道
４
８
０
号
鍋
谷
峠
道
路
の
開

通
に
よ
り
、
関
西
空
港
や
京
阪
神
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
な
り
交
流
人
口
や
関
係
人
口

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
10
月
に
発
生
し
た
台
風
21
号
の

影
響
に
よ
り
、
南
海
高
野
線
の
上
古
沢
駅
付

近
で
地
滑
り
が
発
生
し
鉄
道
運
行
が
見
通
せ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
バ
ス
な
ど

に
よ
る
代
換
え
輸
送
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
が
、
地
区
住
民
へ
の
負
担
も
大
き
く
、

ま
た
交
通
渋
滞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
町
民
の

皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
南
海
電
気
鉄
道
は
じ
め
、
国
土

交
通
省
・
県
選
出
国
会
議
員
・
和
歌
山
県
等

へ
早
期
復
旧
の
要
望
を
強
く
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
の
間
、
皆
様

に
は
ご
不
便
お
か
け
い
た
し
ま
す
事
を
ご
理

解
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
高
野
町
の
主
な
施
策

と
し
て
、
幼
児
教
育
無
償
化
、
義
務
教
育
無

償
化
な
ど
子
育
て
支
援
事
業
を
導
入
し
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
開
設
や
富
貴
・
筒
香

地
区
へ
の
保
健
師
の
配
置
な
ど
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
高
齢
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
外
出
促
進
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
等
助
成
券

を
交
付
し
て
、
福
祉
の
向
上
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。

新
年
度
に
は「
高
野
山
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

開
設
」、「
高
野
町
町
制
施
行
90
周
年
並
び
に

富
貴
村
合
併
60
周
年
記
念
事
業
」
や
「
第
4

次
高
野
町
長
期
総
合
計
画
策
定
」
な
ど
ま
ち

の
あ
り
方
を
考
え
る
年
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
要
望
に
的
確
に
応
え
、
全
職
員

一
丸
と
な
り
町
政
の
運
営
に
取
り
組
み
、
執

行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
、
こ

の
一
年
が
よ
り
よ
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

深
く
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

高
野
町
長　
　

平
野　

嘉
也

年
頭
の
ご
挨
拶

　

高
野
山
で
は
、
し
め
縄
の
代
わ
り
に
宝
来

と
呼
ば
れ
る
縁
起
の
良
い
切
り
絵
を
用
い
ま

す
。
職
人
の
手
に
よ
っ
て
丁
寧
に
彫
ら
れ
た

こ
の
縁
起
物
は
、
主
に
年
末
に
出
荷
さ
れ
、

山
内
の
寺
家
に
飾
ら
れ
ま
す
。
今
年
の
宝
来

に
は
、
干
支
で
あ
る
愛
ら
し
い
犬
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
三
十
年
は
戌
年
。
そ
こ
で
、

今
回
は
高
野
山
と
犬
の
関
係
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
『
紀
伊
国

名
所
図
会
』
に
は
、
高
野
山
の
地
名
や
、
当

時
の
僧
侶
の
生
活
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
高
野
山
で
の
僧
侶
の

生
活
に
は
様
々
な
禁
制
が
あ
り
、
た
と
え
ば

管
弦
（
音
楽
）
の
禁
止
、
囲
碁
や
双す

ご

六ろ
く

の
禁

止
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な

か
に
、｢

禁
キ
ン
ズ

一
レ

畜
カ
フ
コ
ト
ヲ

諸モ
ロ
モ
ロ
ノ々

禽キ
ン
ジ
ュ
ウ
ヲ獣

一｣

と
い
う

禁
制
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
様
々
な
鳥
獣
を

飼
育
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
、
猫
や
鶏

な
ど
は
結
界
の
中
、
つ
ま
り
高
野
山
に
入
る

こ
と
す
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
特
例
と
し
て
、
犬
だ
け
は
飼
育
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。『
紀
伊
国

名
所
図
会
』に
は
犬
を
飼
育
す
る
特
例
に
つ

い
て
別
項
目
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
理
由
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、｢

高
野
山
で
は
様
々
な

禽
獣
を
飼
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
犬

を
愛
し
飼
う
こ
と
に
は
深
い
因
縁
が
あ
る
。

大
昔
、
白
黒
二
匹
の
犬
が
高
野
山
鎮
守
（
丹

生
・
高
野
両
明
神
）

に
寄
附
さ
れ
、
明

神
の
使
い
と
し
て

弘
法
大
師
を
高
野

山
に
導
い
た
こ
と

は
世
間
に
広
く
知

れ
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
師
請
来
の
戒
律

に
も
〈
防
守
の
た
め
に
犬
を
飼
う
〉
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
織
田
信
長
が
高
野
山

を
攻
め
た
時
、
白
黒
二
匹
の
犬
が
織
田
軍
の

陣
中
に
突
入
し
て
か
ら
高
野
山
の
僧
侶
達
の

士
気
が
大
い
に
上
が
り
、
つ
い
に
は
本
能
寺

の
変
が
起
き
て
高
野
山
は
無
事
に
難
を
乗
り

切
っ
た｣

と
あ
り
、
高
野
山
の
開
創
、
そ
し

て
信
長
の
高
野
攻
め
に
際
し
て
、
明
神
の
使

い
で
あ
る
犬
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
か
つ
て
は
壇
上
伽
藍
に
神
犬

が
飼
わ
れ
て
お
り
、
塔
頭
寺
院
の
多
く
で
も

犬
を
飼
育
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

犬
で
あ
っ
て
も
、
メ
ス
だ
け
は
山
内
に
入
る

こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
高
野
山
に

お
け
る
犬
と
の
関
係
は
、
現
在
の
ペ
ッ
ト
と

飼
い
主
の
そ
れ
と
は
違
い
、
明
神
の
使
い
と

し
て
の
信
仰
と
、
高
野
山
を
支
え
て
く
れ
た

事
へ
の
感
謝
の
想
い
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

金剛峯寺
通　　信

犬
と
高
野
山

【
問
い
合
わ
せ
】
高
野
山
真
言
宗　

　

総
本
山　

金
剛
峯
寺

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
０
１
１
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1
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に
法
隆
寺

金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
日
に
あ
た
り
、

こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
し

て
定
め
、
全
国
的
に
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
野
町
に
は
、
国
・
県
・
町
指
定
の

た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
る
に
は
、
関
係
機
関
や
文
化
財
関
係

者
だ
け
で
な
く
住
民
の
皆
様
に
も
文
化

財
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
連
携
・

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
啓
発
行
事

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
防
火
啓
発
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　
　
　
　

　
　

14
：
30
頃
（
訓
練
開
始
時
）

火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

●
啓
発
車
両
パ
レ
ー
ド
（
高
野
山
地
区
）

　
　

13
：
30　

本
山
前
出
発

実
施
日
　

平
成
30
年
1
月
26
日（
金
）

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

守
ろ
う
文
化
財 

第
64
回 「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

啓
発
行
事
開
催
の
お
知
ら
せ

●�

消
火
訓
練
（�

伽
藍
境
内
不
動
堂
・
蓮

池
周
辺
）　 

　
　

�

14
：
30
頃（
パ
レ
ー
ド
終
了
）よ
り

○
主　

催
：�

高
野
町
教
育
委
員
会
・
高

野
町
消
防
本
部
（
署
）

○
共　

催
：�

総
本
山
金
剛
峯
寺
・
高
野

町
・
高
野
町
消
防
団
・
橋
本

警
察
署
高
野
幹
部
交
番
・

　
　
　
　
　

高
野
山
文
化
財
保
存
会

火
災
は
、
一
瞬
に
し
て
私
た
ち
の
貴

重
な
生
命
、
財
産
を
水
の
泡
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。

『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
火
災
の
防

止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

火
の
用
心　

　
『
火
の
用
心　

　
　
　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

【
問
合
わ
せ
】
教
育
委
員
会

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
５
０

平
成
30
年
春
に
開
設
す
る
「
高
野
山

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、来
訪
者
（
参

拝
者
・
観
光
客
）
の
皆
さ
ま
に
対
す
る

情
報
提
供
ス
ペ
ー
ス
と
、
休
憩
や
待
ち

合
わ
せ
に
も
使
え
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
る
休
憩
・
交
流

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

そ
こ
で
来
訪
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
愛
称
を
募
集
い
た

し
ま
す
！！

詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
野
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

高野山観光情報センター 完成予想図

高
野
山
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
募
集

１．募集期間　
　　�平成30年１月４日（木）～2月16日（金）
２．応募方法
　　�①郵送　②応募箱への投函　
　　③電子メール　④ファクシミリ
３．記載事項
　　�①応募する愛称（漢字の場合はフリガナも）
　　②�愛称の説明（理由、意味など）
　　③氏名（漢字、フリガナ）④年齢　
　　⑤住所　⑥電話番号
　　※�愛称の文字は、漢字・ひらがな・カタカナ・ロー

マ字・数字が使用できます。
　　※�お一人１点の応募となります（複数点応募の

場合は全て無効とします）。
４．選考・結果発表
　　�選考委員会において、審査のうえ決定します。
なお、決定された愛称に複数の応募があった場
合は、抽選の上、当選者を決定します。

応募要領

【問い合わせ】産業観光課　観光振興係
〒 648-0281　和歌山県伊都郡高野町大字高野山 636

ＴＥＬ.０７３６－５６－３４４３
ＦＡＸ.０７３６－５６－３３９９

E-mail：kankou@town.koya.wakayama.jp
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学童保育所は、仕事や傷病などの理由により昼間保護する者が家庭にいない児童を、放課後や長
期休業日など必要なときに、保護者にかわって児童の安全を守る場の確保と、健全育成を図ること
を目的に設置した施設で、共働き家庭や一人親家庭などの児童の放課後と学校休業日の生活を保障
し、親の働く権利と家族の生活を守る役割を担います。

平成30年度高野山学童保育所入所のご案内

【問い合わせ】高野町教育委員会　TEL.0736−56−3050　FAX.0736−56−4831

○利用申込書類は、１月 22 日（月）から高野町教育委員会、高野町役場で配布します。
　�なお、新１年生の保護者の方には、子ども園にて、平成 29年度利用申請済の保護者の方には、学
童保育所にて配布します。
○�利用申込書類に必要事項を記入し、会員登録料を必ず添えて、高野町教育委員会または学童保育所
に提出してください。随時受け付けていますが、新年度（４月からの登所）は、まとめて「スポー
ツ安全保険」に加入するので、２月 13 日（火）までに提出してください。

○場　　所：高野山小学校１階オープン教室

○保育時間：学校の授業のある日………放課後から午後６時まで

　　　　　　土曜日・振替休業日………午前８時から午後６時まで

　　　　　　長期休業日（夏休み、冬休み、春休み）………午前８時から午後６時まで

※土曜日・振替休業日の保育は「希望保育」です。当該利用日の３日前までに連絡してください。
※保護者の方がお休みで家にいる場合は、原則としてお預かりしません。

○対象児童：保護者が仕事や疾病等により昼間家庭にいない小学校１年生～６年生の児童

○休所日：日曜日、祝日、年末年始（12月 29日～１月３日）

○利用料

該当月 利用料 利用料上限月額
８月以外の月（平日） １日　　 ５００円

6 , 0 0 0円
８月以外の月（休業日） １日　　１，０００円
８月（１日～月末日） １日　　１，０００円 12 , 0 0 0円

生活保護世帯 全額免除
ひとり親世帯（非課税） 全額免除
ひとり親世帯課税（課税） 半額免除
利用児２人目以降 半額免除

会員登録料（年会費） 1,000円（児童傷害保険料及び事務費）
おやつ代 月単位で実費を徴収（１回につき50円）
その他費用 その都度実費を徴収

[保育料]

[利用料の減免]

[その他]



平成29年12月22日  第42号  (6)高　　KOYA　　野

平
成
29
年
か
ら
平
成
30
年
の
年

末
年
始
に
お
け
る
ご
み
収
集
及
び

町
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
直

接
持
込
み
は
左
記
の
と
お
り
お
こ

な
い
ま
す
。

○�
収
集
は
、年
末
12
月
29
日（
金
）ま

で
、年
始
は
1
月
8
日（
月
）か
ら

通
常
ど
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

○�

町
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
に
直

接
持
ち
込
ま
れ
る
場
合			



　
年
末
は
、12
月
30
日（
土
）ま

で
通
常
ど
お
り
（
午
前
9
時
～

午
後
3
時
）受
け
入
れ
い
た
し
ま

す
。

※�

12
月
27
日（
水
）は
、
も
え
る
ご

み
・
プ
ラ
類
は
持
込
み
出
来
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。		

　
12
月
31
日（
日
）は
、
午
前
中

　�（
午
前
9
時
～
正
午
ま
で
）
で
受

け
入
れ
を
終
了
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　�

　
年
始
は
、
1
月
8
日（
月
）か

ら
通
常
ど
お
り
（
午
前
9
時
～

午
後
3
時
）
受
け
入
れ
い
た
し

ま
す
。

※�

年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

�　

特
に
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は

置
く
場
所
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、出
来
る
だ
け
早
く
持
ち
込

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

年
末
の
大
掃
除
や

引
越
し
等
に
よ
り
一
時
的
に
ご

み
が
大
量
に
出
る
場
合
は
、指
定

さ
れ
た
分
別
、出
し
方
を
守
っ
て

直
接
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�
詳
し
く
は
12
月
の
町
内
回
覧
に

て
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

生
活
環
境
課

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
７
６
０

年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

等
の
お
知
ら
せ

　

水
道
管
破
裂
の
主
な
原
因
は
、
凍

結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
電
源
の
入
れ
忘
れ

と
故
障
で
す
。

○�

本
格
的
な
冷
え
込
み
の
前
に
、
凍

結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
電
源
と
作
動
状

況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○�

水
道
管
が
凍
結
し
た
時
は
、
蛇
口

を
開
け
て
凍
結
し
た
水
道
管
に
タ

オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
の
点
検
・
修
理
は
高
野
町
指

定
工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

生
活
環
境
課　

上
下
水
道
係　

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
７
６
０

一
部
の
心
の
な
い
人
に
よ
っ

て
、
道
路
や
河
川
、
公
園
に
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
散
乱
し
て
い
る
光
景
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
山
林
な
ど
に
家
庭
の
ご
み
や
家
具
な

ど
が
捨
て
ら
れ
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

「
人
が
見
て
い
な
い
か
ら
」・「
み
ん
な
が
し
て

い
る
か
ら
」・「
自
分
ひ
と
り
ぐ
ら
い
」
と
い
う

身
勝
手
な
理
由
で
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
す

る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
り
、
犯
罪
で
す
。

ま
た
、
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
は
、
自
然
環
境

や
日
常
生
活
に

も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ

う
。

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
！

ポ
イ
捨
て
、不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
!!
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11
月
９
日（
木
）か
ら
15
日（
水
）ま
で
の
１
週
間

に
わ
た
り
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
町
で
は
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
火
災

予
防
の
チ
ラ
シ
配
布
や
高
野
山
こ
ど
も
園
の
園
児

に
よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
等
、
多
く
の
防
火
啓
発
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成
、
ま
た
社
会
生

活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
支
援
、
取
組
み
と
し
て
、
11
月
は
子
供
・
若

者
育
成
支
援
強
調
月
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
11
日（
土
）、子
供
・
若
者
育
成
支
援
県
民
大

会
に
お
い
て
、
県
知
事
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
へ
知

事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、

受
け
取
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
隊

員
で
あ
る
伊
都
地
方
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進

委
員 

井
阪 

祥
春 

様
よ
り
高
野
町
長
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　

高
野
町
消
防
本
部　

予
防
係　

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
０
１
１
９

　
【
問
い
合
わ
せ
】
高
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
５
０

秋
季
火
災
予
防
運
動

青
少
年
育
成
強
調
月
間

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁

　

平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）、
高
野
山
大
学
の
学
園

祭
に
て
、
消
防
署
と
消
防
団
が
合
同
で
防
災
啓
発

運
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
消
防
車
両
乗
車

体
験
や
防
火
服
と
空
気
呼
吸
器
の
装
着
体
験
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
沢
山
の
方
々
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
・
消
火
器
設
置
の
推
進
や
火
災
予
防

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
消
防
団
員
の
方
々

に
も
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
団
員
募

集
活
動
も
実
施
し
ま
し

た
。 高

野
山
大
学
学
園
祭
に
て
防
災

啓
発
運
動
を
実
施

津
波
防
災
の
日
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11月9
日

11月1
1日

　平成 29 年 11 月 9 日（木）、第 58 回全国スポー
ツ推進委員研究協議会茨城大会が茨城県つくば市
にて開催されました。
同大会において、高野町スポーツ推進委員会が永
年の功績が讃えられ、「優良団体表彰」を受賞さ
れました。
　高野町スポーツ推進委員会は、昭和 37 年 4 月
に高野町体育指導員会として設立され、以来 55
年にわたり本町のスポーツ活動を推進に努めてい
ます。平成 23 年 8 月 24 日のスポーツ基本法施
行に伴い、体育指導委員会からスポーツ推進委員会
に名称変更され、現在も町民スポーツ大会等の開催
及び運営に精力的に活動していただいています。

平成 29 年 11 月 11 日（土）、上富田文化会館にて
「子供・若者育成支援県民大会」が開催されました。

和歌山県の将来を担う子供・若者が夢と希望を持
ち続け、心身ともに健やかにたくましく成長してい
くように、県民みんなで考えようという趣旨で毎年
開催しています。

大会には子供・若者育成支援に携わる関係者が参
加し、青少年健全育成に功労のあった方々の表彰や、
地域の育成を考えるフォーラムが行われ、高野町の
中迫　義弘 氏が青少年の健全育成・非行防止に寄与
された功績を称えられ、和歌山県青少年育成協会『青
少年補導委員会部門　和歌山県知事感謝状』を受賞
しました。

高野町スポーツ
推進委員会
全国スポーツ推
進委員連合表彰

「優良団体表彰」を受賞

和歌山県青少年育成協会
『青少年補導員会部門　

和歌山県知事感謝状』受賞

10月22日　
カラオケ祭りin高野山

10 月 22 日に「カラオケ祭り in 高野山」が黎明
館で開催され、台風の中でしたが、多くの出場者・
観覧者が来ていただき大いに盛り上がりました。
来年は 7周年を迎えるのでよろしくお願い致し
ます。

クラブ歌の輪一同
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11月1
1日〜

19日

平成 29 年 11 月 11 日（土）～ 19 日（日）までの９日間行
いました伝統産業展＆公募写真展（地域おこし協力隊主催
事業）を無事盛況に終えることができました。

オープニングイベントの尾上恵治さま（尾上組）・福形
泰緒さま（工房ふくがた）のＷトークショーなど、期間を
通して職人さんの実演やワークショップなどを行い、延べ
800 人というお客さまにお越しいただきました。高野山の
歴史を支えている伝統産業を皆さまに知っていただくこと
ができたと思います。また公募写真展では、魅力たっぷり
力作揃いで、見る人は目を輝かせていました。

庵前　修 氏が受章

和歌山県ナース章をW受賞

秋の叙勲
平成 29 年秋の叙勲において、庵前 修 氏（元高野町

消防団副団長）が「瑞宝単光章」を受章されました。
庵前氏は、昭和 45 年 4 月 1 日に消防団員を拝命以来、

39 年にわたり、安心・安全な、まちづくりのため消防
団活動に尽力され、地域防災の発展や団員の指導育成
などに貢献した功績が認められたものです。

謹んでお祝い申し上げますとともに、今後一層のご
　　　活躍をお祈り申し上げます。

平成 29 年 11 月 15 日、和歌山県庁正庁において、高野山総合診療所 平田 敏枝看護師長、富貴診療所 
大海 寿保主任看護師の 2 名に、和歌山県知事より平成 29 年度ナース章 ( 表彰状、純銀製メダル ) が授与
されました。

平田氏については、看護業務に精勤し、乳幼児の予防
接種から高齢者の介護対策まで、保健・医療・福祉の分
野で幅広く地域医療に貢献し、高野山を訪れる国内外か
らの観光客の救急受診への対応にも尽力した功績が評価
されました。

また、大海氏については、独居高齢者や老夫婦世帯が
多い富貴・筒香地区において、急病時の家人への連絡、
病院紹介時の手配、服薬管理など、きめ細やかな看護を
提供し、へき地医療に貢献したことが評価されました。

ナース章は、看護職の権威ある章で授賞が非常に難し
く、今年は 13 名が選ばれた中、高野町から 2 名の授賞
は大変栄誉のあることです。

高野山伝統産業展＆公募写真展を開催しました！



平成29年12月22日  第42号  (10)高　　KOYA　　野

【申告期間  平成 30 年 2 月 16 日（金曜日）から平成 30 年 3 月 15 日（木曜日）まで ※土・日曜日を除く
　今年も町 ･県民税、所得税の申告時期が近づいてまいりました。もう準備はお済みでしょうか。所得等の申
告は様々な証明資料になる大切なものです。申告書は忘れず期間内に提出してください。
　※町 ･県民税の申告書は、2月上旬に前年実績に基づいて対象者と想定される方に郵送いたします。
　　申告書が届かない方で提出が必要な場合はお知らせください。
　※各地区の日程及び会場等については、２月号で掲載します。
町 ･ 県民税の申告が必要な人（勤務先で年末調整が済んでいる人、所得税の確定申告をする人は不要です）
◆�平成 30 年１月１日現在、高野町に住所がある人で次のいずれかに該当する人は、前年中の所得等について
申告が必要です。
○給与所得、年金所得以外の所得がある人
○給与を 2ケ所以上の勤務先から受けている人
○事業（営業・農業など）、不動産、配当、雑所得などの所得があった人
○公的年金所得のみで各種控除の適用を受ける人
　※�申告書を提出しないと、所得証明書等の交付を受けることができません。また、国民健康保険税等の算

定や各種申請にさまざまな支障をきたすことがあります。収入の無かった場合でも「収入はなかった」
として申告が必要です。

申告に必要な各種証明書など
○印鑑
○前年中の給与、公的年金等源泉徴収票（原本）、支払調書、帳簿書類等収入金額がわかる物
　※事業所得（営業・農業など）、不動産所得がある方は、収支内訳書を作成し持参してください。
○控除を受けるための証明書
◦生命保険料や地震保険料の控除証明書、国民年金保険料の支払証明書、医療費の領収書　など
　※医療費控除を受ける方は、個人別、病院別に集計して持参してください。
○障害者手帳等（本人または扶養家族が障害者控除の適用を受ける場合）
　※�障害者手帳等の交付を受けてない 65歳以上の方で、要介護認定など、身体や日常生活の状況などが障害
者に準ずると認められる方については、事前に福祉保健課へ申請し『障害者控除対象者認定書』の交付を
受けてください。≪問い合わせ先／福祉保健課　介護保険係≫

◎�平成 29年分の確定申告から、医療費控除の適用を受けられる方は、医療費の領収書の添付又は提示に代えて、
医療費控除の明細書又は医療費通知書を確定申告書の提出する際に添付しなければならないこととされまし
た。（医療費の領収書は自宅で5年間の保存が必要で、税務署から求められたときは提示又は提出が必要です。）
　（注）�平成 29年分から平成 31年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付又は提示によることも

できます。
申告における注意事項
◆�扶養親族等について、控除誤りが多く見受けられます。所得等が扶養控除の要件を超えていないか、他の所
得者と重複していないか、ご家族内で確認してください。
　※課税後に控除誤りがあった場合は、町 ･県民税及び所得税について追加税額を納付しなければなりません。
◆ �16 歳未満の扶養親族（年少扶養）について、平成 23年分より扶養控除が廃止されていますが、非課税判定
の人数に算入しますので記入漏れにご注意ください。

◆�申告書を郵送で提出される場合は、証明書など必要書類などの添付や記載もれがないことを確認し、できる
だけ「書留郵便」などの方法で提出してください。
◆�マイナンバー法施行の為、本人確認として「個人番号」及び身元確認が必要となりますので、「個人番号カー
ド」又は「通知カード」及び顔写真付きの身分証明書などをご持参ください。
　※顔写真なしの証明書の場合は、氏名、住所、生年月日の記載がある物２点が必要となります。

【問い合わせ】税務課 税務係　☎ 0736－56－2931

町･県民税の申告について〜申告の準備はお早めに！〜



【問い合わせ】　税務課　☎0736－56－2931

(11) 第42号 平成29年12月22日高　　KOYA　　野
町県民税の申告について

スタート

※事業者の皆様へ

平成 23年分以降は、その年の公的年金等の収入金額が 400 万円以下であり、かつ、公的年金に係る雑所得
以外の所得金額が 20万円以下である場合には、その年分の所得税については確定申告書の提出は不要となり
ました。
なお、この場合であっても、所得税の還付を受けるための確定申告書を提出することができます。また、確
定申告書の提出を要しない場合であっても、各種控除（生命保険料控除、地震保険料控除、医療費控除、社会
保険料控除や扶養控除等の追加）の適用を受けるときや、公的年金等にかかる雑所得以外の所得がある人は町・
県民税の申告が必要ですのでご注意ください。

年金収入のあった人　
≪申告の要否のフローチャート≫　※申告が必要か否かの参考としてください。

●給与支払報告書は町県民税の申告に代わる重要なものです。
　�　平成 29年中に給与・賃金等 (役員、パート、アルバイト、専従者給与も含む )を支払った事業主の方は、
支払額の多少に関わらず、すべての従業員等の給与支払報告書を作成し、総括表とともにその従業員の平成
30年 1月 1日現在の住所地の市町村へ平成 30年 1月 31日までに提出してください。

●所得税の源泉税額がない場合、受給者本人が確定申告している場合も提出してください。
●従業員の個人住民税（町県民税）は特別徴収を実施してください。
　普通徴収として提出される場合は、「普通徴収切替書兼仕切書」の添付が必要です。
　　　※�平成 29 年分からの給与支払書についてはマイナンバー制度の施行に伴い、法人番号および個人番号

の記載が必要となっています。

公的年金等以外の申告する所得は 20万円以下である

給与支払報告書の提出について

公的年金を受給されている方の申告について

生命保険料控除、地震保険料控除、医療費控
除、社会保険料控除や扶養控除の追加などの
各種控除の適用を受ける

町 ･県民税の申告書を提出してください
( 所得税の還付が発生する場合は、確定
申告を行う必要があります )

確定申告および町県民税の申告は
不要です
(所得税の還付が発生する場合は、
確定申告を行う必要があります）

所得税の確定申告書を提出してください
( 所得税が発生しない場合は、町 ･県民
税の申告が必要となります )

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

公的年金等以外に申告する所得がない

公的年金等の収入金額の合計額は 400 万円以下である



【問い合わせ】　和歌山労働局　労働保険徴収室　☎073－488－1102

平成29年12月22日  第42号  (12)高　　KOYA　　野

　日　　時：1月9日（火）　13：00から16：00まで
　場　　所：高野町役場　住民ホール
　相談内容：消費生活に関する心配事や悩み事、クーリングオフ、訪問販売、　　　　　　　
　　　　　　　悪質リフォームなど
　　　　　　　※専門の相談員が対応します。電話での相談も受付けます。

　
　　　　　　　高野町相談会の日以外も対応します。
　紹　　介：和歌山県消費生活センター（和歌山ビッグ愛8F）　☎ 073－433－1551

【問い合わせ】総務課　消費生活相談係　☎ 0736－56－3000

相談は無料で秘密は厳守します
毎月第 2 火曜日に開催しています

１月の1月の消費生活相談会のお知らせ

正社員、パート、アルバイトなど雇用形態にかかわらず、一人で

も労働者を雇っている場合、事業主は、労働保険に加入する義務が

あり、その手続きが必要です。

詳しくは和歌山労働局、最寄りの労働基準監督署、ハローワークにご相談ください。

　　　　　　労働保険に入っていますか？事業主のみなさまへ

高野町中央公民館　図書室　担当：白濵早苗　☎0736－56－2076
※図書の貸し出しはお一人5冊まで、期間は2週間です。

◦�図書の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本がございましたらお申込

みください。

◦�図書室を通じて県立図書館の本を取り寄せることができます。詳しくは係員におたずね

ください。（到着には日数がかかりますので、予めご了承ください。）

1月27日（土） �14:00 より、高野町「まちかどサロン～縁
え ん

～」で『よみきかせの会』
を開催します。幼児から小学生向けですが、大人の方にもお楽し
みいただけます。事前の申し込みは不要ですので、お気軽にお越
しください。

お知らせ

イベントの
お知らせ

中央公民館



日本では、2人に1人ががんにかかるといわれています。早期発見・早期治療を行うためには
定期的にがん検診を受けることが大切です。

高野町で実施しているがん検診

※胃がん・肺がん・大腸がん検診は送付している、受診券を持参してください。
※乳がん・子宮がん検診は、高野町役場又は富貴支所で申請してください。

平成29年度のがん検診の有効期限は平成 30 年 2 月 28 日までです。医療機関で予約して
受診してください。
特定健診も一緒に受けましょう！
国民健康保険に加入している住民の方はがん検診と一緒に特定健診も受診できます。
有効期限は、がん検診と同じ平成30年2月28日です。
不明な点は、高野町役場福祉保健課までご連絡ください。

種　別 検査項目 対象者 負担金 受診間隔

胃がん検診 問診、胃部エックス線検査又は胃内
視鏡検査 40歳以上の男女 0円 年１回

肺がん検診 問診、胸部エックス線検査、
喀痰検査 40歳以上の男女 0円 年1回

大腸がん検診 問診、便潜血検査 40歳以上の男女 0円 年1回
乳がん検診 問診、マンモグラフィ 30歳以上の女性 2,000円 年1回
子宮がん検診 問診、視診、子宮頸部の細胞診、内診 20歳以上の女性 1,000円 年1回

早期発見！がん検診の受診を！

【問い合わせ】　福祉保健課　健康づくり係　☎0736－56－2933

(13) 第42号 平成29年12月22日高　　KOYA　　野

■試験の職種と募集人数、受験資格

■試 験 日　　第１次試験　平成 30年２月４日（日）教養試験・検査
■提 出 先　　橋本市隅田町河瀬 907　養護老人ホーム国城寮　総務係
■受付期間　　平成 30年１月４日（木）～１月 18日（木）　８：30～ 17：15
　 　　※土曜・日曜・祝日は受付できません。また、郵送による申込もできません。

※地方公務員法第１６条各号（欠格条項）に該当する人は受験できません。
　また、学歴等の詐欺が発見された場合は採用を取消すことがあります。

【問い合わせ】養護老人ホーム国城寮　☎0736－32－1321　URL.http://www.kuniki.info/index.html

職　種 募集人数 受験資格
理学療法士 １名 昭和 38年４月２日以降に生まれた人で、理学療法士の資格を有する人。

平成30年度 職員採用試験受験案内
特別養護老人ホーム 
国 城 寮

伊都郡町村及び橋本市老人福祉施設事務組合

高野山書道展のご案内及び作品募集について
展 示 会 場：高野山ギャラリー（中門元作業館）
展示会日程：平成30年4月1日（日）～平成30年4月8日（日）

作品募集期間：平成29年12月1日～平成30年1月31日
申 込 要 領：�申込書に住所・氏名をご記入の上、釈文と共に参加費3,000円を添えて募集期間内に

珠数屋四郎兵衛　平田（☎0736−56−2121）までお申込み下さい。申込書は12/8
に回覧させていただいております。（ただし学生は無料といたします。）

第3回

【問い合わせ】高野山専修学院（谷川）　☎0736－56ー2207



平成29年12月22日  第42号  (14)高　　KOYA　　野

日　時　　月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　　9時～14時　　※申し込みは不要です　※時間内の出入りは自由です
場　所　　子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物　　水筒、タオル、着替え
お願い　　子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

1 月 の
予 定

9日（火）
リズム体操

10：00～11：00

10日（水）

園庭あそび
10：00～11：00

15日（月）

小麦粉粘土
10：00～11：00

31日（水）

みんなの集い
10：00～11：00

25日（木）

制　　作
10：00～11：00

【問い合わせ】  高野町地域包括支援センター（高野町役場内）　☎0120-814180（フリーダイヤル）
☎0736－56－2933

○�高野町役場にて相談を随時受け付けています。誰に相談すれ
ばいいか分からない高齢者の問題や、ちょっとした疑問など
なんでもかまいません。ご相談のある方は、高野町役場にお
越しいただくか、もしくは電話にておたずねください。
○�高野町地域包括支援センター専用のフリーダイヤルができま
した。固定電話・携帯電話・IP 電話・公衆電話どれでも通
話可能です。お気軽にお問い合わせください。

～こんな場合は地域包括支援センターへ～
◦介護保険のサービスを利用したい
　（ヘルパー・デイサービスなど）
◦最近物忘れが激しい家族がいる
◦家族の介護に疲れた
◦�近所に住むお年寄りが家族から虐待を受けて
いる様子がある　などなど

高野町地域包括支援センターよりお知らせ

高野町サポステ出張相談会

■織物製造会社勤務Ａ君
5 年間ひきこもり状態だったＡ君。息子の将

来を心配した母親が本

人を伴いサポステに相談。就労相談・イベン
ト（パソコン教室、自己

理解セミナー等）への参加や職場体験を通し
て自信をつけ、支援開始

6か月後、現会社でアルバイトとして働き始
めました。その後、本人

の努力を認められ、正社員に登用され、現在
も元気に働いています。

■介護福祉施設勤務Ｂさん 

人前で話すことが苦手なＢさんは、「面接で
うまく話せないのでは

ないか」という不安がありました。知人の勧
めでサポステにて相談を

開始。マナー講座、面接練習を経て 3か月後
に就職決定し、現在アル

バイト就労中です。【日時】　毎月第3金曜日
　　　　1月19日（金）　13：00～16：00

【場所】　高野町まちかどサロン　～縁～
        　　　 ( 高野町高野山 388-6)

ご予約の方は、右記連絡先または高野町福祉保健課（☎
0736-56-2933）までお電話下さい。１月以降の日程や
詳しい内容についてもお気軽にお問い合わせ下さい。

〒648－0073　橋本市市脇1－1－6　JA橋本支店ビル2Ｆ
TEL：0736－33－2900    FAX：0736－33－2910
サポステきのかわは厚生労働省と和歌山県の共働事業です

【問い合わせ】若者サポートステーション
With Youきのかわ

「働きたい」を応援します！！（相談・利用無料、秘密厳守）
就労に関する悩みを抱える無業の若者（15～39歳）に寄り添いサポートします。

サポステ支援を経て就労したケースの一例適職検査、興味検査で、自分に合った職種を見つけ
ましょう。

履歴書作成、面接練習等、就職活動を全面的にバッ
クアップ！

コミュニケーションワーク、パソコン講座、ビジネ
スマナー講座、職場体験・見学等、各種プログラムを
活用してスキルを身に着け、就労を目指します。



1月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ29年 9月生れ

Ｈ29年 7月生れ

Ｈ29年 3月生れ

Ｈ28年 5月生れ

Ｈ26年 5月生れ

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

2歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ29年10月生れ

Ｈ29年 8月生れ

Ｈ29年 4月生れ

Ｈ28年 6月生れ

Ｈ27年 6月生れ

Ｈ26年 6月生れ

30日（火）

高野町保健福祉センター

○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)

※�上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　

○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考

湯川集会所 10日（水）10：00～ 10：30

相ノ浦集会所 11日（木）10：00～ 10：30 理学療法士が同行します。

杖ヶ藪　龍福寺 11日（木）15：30～ 16：00

高根集会所 12日（金）10：00～ 10：30

桜茶屋（西山様宅） 15日（月）12：30～ 13：00

西郷集会所 15日（月）13：15～ 13：45

西細川多目的集会所 16日（火） 9：30～ 10：00

東細川集会所 16日（火）10：30～ 11：00

高野山多目的集会所 16日（火）14：00～ 15：00

神谷多目的集会所 17日（水）10：00～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）

大滝集会所 17日（水）14：00～ 14：30

下筒香集会所 19日（金） 9：30～ 10：00

上筒香集会所 19日（金）10：20～ 10：50

（旧）筒香小学校 19日（金）11：00～ 11：30

中の橋老人憩いの家 24日（水）13：30～ 15：00

※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933

(15) 第42号 平成29年12月22日高　　KOYA　　野

◆人口3，130人（前月比－20）　男1，511人／女1，619人　世帯1，694戸（前月比－9）
◆出生　0 人　　◆死亡　12 人　　◆転入　8 人　　　◆転出　16 人

高野町の人口
（11月末日現在）



高野町企画公室／〒 648-0281 高野町大字高野山 636 番地
TEL：0736-56-3000（代表）　FAX：0736-56-4745

発行・編集

発酵食品で栄養豊富な甘酒を作って飲む！
甘酒を飲んだことはありますか？甘酒は酒を絞ったカスから作られるものと、米の麹 (こうじ )から作られるものがあり
ます。今回は米と麹で作られる甘酒のことです。甘酒は「飲む点滴」と言われているほど、高い栄養効果があります。奈良
時代にはすでに飲まれていたようで、夏バテ防止や病人のためのエネルギー源として重宝されて来たようです。甘酒は、お
米を発酵させる過程でアミラーゼという酵素がお米のデンプンをブドウ糖に分解します。これによって、身体に素早く吸収
されるエネルギーになっているのです。他にも疲労回復効果や腸の働きを促す効果もあります。女性には嬉しい美肌作用と
美容効果にも注目が集まっています。
忙しい朝の朝食などに活用するのもいいですよ。(お酒の含まない甘酒にしてください )

平成29年12月22日  第42号  (16)高　　KOYA　　野

【問い合わせ】福祉保健課 保健師 　☎0736－56－２９３3

準備品：米麹（こうじ）200g・ご飯 200g・水 600cc・ステンレスボトル1.5ℓ・おたま・鍋・温度計

1 あらかじめステンレスボトルにお湯を入れて温めておきます。
2 �鍋にご飯を入れ、水を加えて60℃まで加熱し、一旦火を止め麹を加えます。再度温度計で計りながら、60℃になった瞬間
に火を止め、あらかじめ熱湯を入れておいたステンレスボトルの湯を捨て、そこにいれる。

　（必ず温度を計り60～63℃にする。低い場合はもう一度加熱し、高い場合は鍋に戻して下げる）
3 �内蓋・外蓋をはめて温度が下がらないように暖かいところで10〜12時間発酵させる。
4 ビンに移し替え、冷ました後に冷蔵庫で保存して１週間ほどで飲みきる。
冷やして飲むのも温めてもおいしいですが、65℃以上は酵素の力が失われます。ご注意を！

―甘酒の作り方―

文化表彰の授賞式が 11月３日「文化の日」に中央公民館で
行われ、永年にわたり高野町の文化発展、伝統文化の継承に
尽力され功績の著しい町民の方に授与されました。

第42回  高野町文化表彰式

中谷 富代様
高野山での各種行事の実施に尽力し法衣管理と伝承に

貢献されています。

梶谷 隆一様
富貴地区の特産品である薄板製造に携わり発展と普及

に尽力され、地域活性化に注力されています。受賞され
た方々に謹んでお祝い申し上げます。

文化功労賞

道上 敏子様
自身の生涯学習を通して日々向上心を忘れず文化活動

に貢献し、また地域活動にも貢献されています。

文　化　賞


